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図-1.2 Fc100N/mm2級コンクリートを適用した超高層ＲＣ造建築物の基準階構造伏図 


































15 % 1000 150 835 501
17 % 883 150 835 604











































 超高層ＲＣ造建築物の構造計算は，他の構造の超高層建築物（建物高さ 60m 以上の建築
物を超高層建築物とする）と同様，政令第 81 条の 2「超高層建築物の特例」および，告示























































     
 R= 1/200時     R= 1/100 時       R= 1/50 時       R= 1/25時        最終加力時 





































































































































図-1.13 に PP 繊維混入コンクリートと混入前コンクリート(PP 繊維が含まれていない同
バッチ製造のコンクリート)の圧縮強度の比較を示す17)。PP繊維量の範囲は0.5～2.15kg/m3 
である。この範囲の繊維量であれば，繊維混入コンクリートと混入前コンクリートの圧縮
強度はほぼ同等であり，繊維混入の影響はないことを示している。図-1.14 に New RC によ




   












PP繊維(径φ48μm，長さ20mm)の混入量(1.7, 2.2, 3.0 kg/m3)である。調合はPP繊維の混
入量以外は同一で，水結合材比を 18％とし，細骨材は陸砂，粗骨材は安山岩砕石を使用し



















No.1 1.7 136 


































































































































E2.5 EVA 10-0.05 2.5 0.22 61.3 1.7 169 
E3.5 EVA 10-0.05 3.5 0.31 56.0 1.9 169 
















































































































































































  ・実部材は断面寸法が大きく，クリープの寸法の効果がある。 
  ・軸方向鉄筋が存在するため，縮みが制御される。 
  ・荷重は施工過程に合わせて段階的に載荷される。 
  ・施工過程において施工当該床および柱は，施工時点で高さを調節して施工される。 




























 拘束高強度コンクリートの応力－ひずみ関係のモデル化に関して，海外では Sheikh and 





(1) 六車・渡邉らによる研究 24),25),26),27),28),29) 
 コンクリートの圧縮靭性を改善する目的として，横補強筋によるコンクリートの横拘束
の効果を示し，この拘束コンクリートの応力－ひずみ関係のモデル化を提案している。横






































































σc＝Ei･εc+{(fc'-Ei･εm)/ εm2} εc2  （O-A） 
σc＝(σu-fc')/(εu-εm)･(εc-εm)+ fc' （A-B） 






圧縮強度 26～88 N/mm2のコンクリートを用いた横拘束柱体の圧縮試験結果 25)および圧縮







 プレーンコンクリート 拘束コンクリート 
fc' コンクリート圧縮強度 σcm 拘束コンクリート圧縮強度 
=(1+150Cc)･fc' 〔円形〕 
=(1+49Cc)･fc' 〔矩形〕 最大 
強度時 εm 圧縮強度時ひずみ εcm 圧縮強度時ひずみ 
=(1+1460Cc)･εm〔円形〕 
=(1+341Cc)･εm 〔矩形〕 
σu 限界ひずみ時応力 σcu 限界ひずみ時応力 
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図-1.27 New RCモデル 応力－ひずみ関係 
 




























 コンクリート強度を80,100,120,140,160N/mm2の5水準，横補強筋体積比0, 0.5%, 1.0%, 
1.5%の4 水準でパラメーターを設定し検討したNew RCモデルの例を図-1.31に示す。左列
は D の値を式(1-11)で求めた原式の結果,右列は式(1-11)に D≧0 の条件をつけた結果であ














































































































































































図-1.31 超高強度コンクリートに対するNew RC モデルの傾向 
原式 条件 D≧0 
 29























fcc/fcu = 1 + 3.36 frp / fcu 
εcc/εcu = 1.0 + 21.5 frp / fcu 
ε80/εcu = 2.74 + 32.84 frp / fcu 
    
さらに、最大軸荷重時の横方向ひずみεrp と frp/fcu が線形の関係であることを示し(式
(1-17))，これを最大荷重条件（PLC）としている。 

































































   εｔ= εｅ･φｔ =σ/Ec･φｔ 
    εｔ-t１= σ/Ec･（φｔ-φｔ１）=εｅ（φｔ-φｔ１） 
     εｔ ：t時のクリープひずみ 
     εｅ ：弾性ひずみ 
     φｔ， ｔ１：t時におけるクリープ係数，t1時におけるクリープ係数 
     σ  ：載荷軸応力 
     Ec  ：コンクリートヤング係数 


















      φｔ：t時におけるクリープ係数 
      Ｓn：乾燥収縮最終値 
      a  ：寸法効果を表す定数 普通の場合1.0, 
断面最小寸法が0.75m以上のとき0.9 
断面最小寸法が1.5 m以上のとき0.8 
      b1,b2：乾燥の状態効果を表す定数  




 規準では式(1-20)での定数を a=1.0, b1=0.75，ポストテンション部材でのプレストレス
導入材齢を４週とし，φt1=1.2，最終クリープ係数φn=3.0，φn-t1＝3.0-1.2＝1.80 → φ 
= 2.0とまとめている。また、プレテンション部材においては，導入材齢を1週相当と考え，



























国内外の指針などに示されているクリープ予測式として，B3 モデル（Bazant & Baweja
式）36)，CEB-FIPモデル1990 37)，GZモデル（Gardner & Zhao式）38)，JSCEモデル39)，ACI-209
モデルがある 40)。a)CEBモデル1990，b)JSCEモデル，c)ACI-209モデルを取り上げる。 
 
a) CEB-FIPモデル1990 37) 
 
( ) ( )000, tttt c −⋅= βφφ  
ここに， 


















( ) ( ) 2.0100 1.0
1
tt
t +=β  











































 ：相対湿度（%），      ：100% 
：材齢28日圧縮強度（N/mm2），    ：10 N/mm2
 ：仮想部材厚（mm），     ：100 mm 
cA  ：部材断面積，  
u ：部材断面の外気に接する部分の長さ 



























     







    Cr(t,t') ：単位応力当たりのクリープひずみ（×10-6/(N/mm2)） 
        t' ：載荷開始時材令（日）（t'≧1  
        h ：相対湿度（0.4～0.9） 
        W ：単位水量（kg/m3）（130～230 kg/m3） 








c) ACI-209モデル 40) 
クリープ係数の予測式は下記のとおりである。 
  















−= tk  
  hk 0067.027.11 −=  40≥h  
  
( )( )[ ]SVek 0212.04 13.1132 −+=  




  aSk ⋅+= 0024.088.06  
  Airk ⋅+= 09.046.07  
h：相対湿度（%）  V/S：体積表面積比（mm） 










( ) ( ) ( )( ){ }0000, tttttt −+−⋅= αφφ  
ここに， 
210 φφφ ⋅=  
958.0
281 4.72
−= fφ  ( ) 850.02802 901.0 −= ff tφ  
21 ααα ⋅=  












H200）で長期軸力 50N/mm2かけて行い，材齢 286 日でクリープ係数が 1.05 になったことを
報告している 43)。 
さらに，圧縮強度 50N/mm2と 130N/mm2のコンクリートのクリープ試験を，10x10cm～
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 ＲＣ柱試験体は軸方向筋に USD685 を，横補強筋に SBPD1275/ 1420 を使用した。最大耐























目標強度 水結合材 結合材*1 水 粗骨材*2細骨材*3
(N/mm2) 比  (%)(kg/m3) (kg/m3) (kg/m3) (kg/m3)
100 33.0 485 160 871 863
150,180 15.0 1000 150 871 463
*1 普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ：ｽﾗｸﾞ石膏：ｼﾘｶﾌｭｰﾑ=7：2：1（質量比）










































































図-2.1  ＲＣ柱試験体形状 
 
表-2.3 コンクリート材料試験結果
目標強度 供試体 圧縮強度 割裂強度 ヤング率 ポアソン比 試験日材齢
N/mm2 N/mm2 kN/mm2
No.1 102 5.85 42.6 0.27
No.2 97 5.88 42.9 0.25
No.3 102 5.19 42.6 0.23
平均 100 5.64 42.7 0.25
No.1 140 6.93 47.0 0.24
No.2 146 7.67 46.0 0.23
No.3 146 7.96 48.4 0.26
平均 144 7.52 47.1 0.24
No.1 179 6.57 53.9 0.26
No.2 183 7.42 54.0 0.25
No.3 167 7.95 53.7 0.25













Pmax σ b E(x104) ν
[kN] [N/mm2] [N/mm2]
1 800 102 4.26 0.27
2 762 97 4.29 0.25
3 800 102 4.26 0.23










(a) 目標強度100 N/mm2 
σ [N/mm2]
Pmax σ b E(x104) ν
[kN] [N/mm2] [N/mm2]
1 1089 140 4.70 0.24
2 1138 146 4.60 0.23
3 1139 146 4.84 0.26











(b) 目標強度150 N/mm2 
σ [N/mm2]
Pmax σ b E(x104) ν
[kN] [N/mm2] [N/mm2]
1 1401 179 5.39 0.26
2 1433 183 5.40 0.25
3 1307 167 5.37 0.25

















 降伏点 引張強度 ヤング率
(N/mm2) (N/mm2) (kN/mm2)
D16
(USD685) 730 944 191
U5.1
(SBPD1275/ 420)1515 1515 202
U6.4
(SBPD1275/ 420)1440 1498 205
φ23




























































































































( ) ( ) 5.05.1 20/23/000,21 FcE ××= γ  
( ) ( ) 3/12 60/24/21500,33 FckkE ××××= γ  
      E ：コンクリートヤング係数（N/mm2） 
      γ ：単位容積重量（kN/m3） （図-2.5ではγ＝24と仮定） 
      Fc ：コンクリート圧縮強度（N/mm2） 
      k1 ：粗骨材の種類により定まる補正係数（図-2.5ではk1＝１と仮定） 
       0.95 石英片岩砕石，安山岩砕石，玉石砕石，玄武岩砕石，粘板岩砕石 
       1.2  石灰岩砕石，か焼ボーキサイト 
       1.0  その他の粗骨材 
      k2 ：混和材の種類により定まる補正係数（図-2.5ではk2＝1と仮定） 
       0.95 シリカフューム，高炉スラグ微粉末，フライアッシュ起源微粉末 
       1.1  フライアッシュ 







     εm = 0.0013(1+fc'/0.098/1000)    -----(2-3) 
     εm = (0.804Km+1.665)x10-3  〔Km<1.5〕  
        = 2.871x10-3        〔Km≧1.5〕 
             Km=(fc'/550)･(ｃ/500)2･（w 20 ） 
     εm = (15.0fc'+1330)x10-6       
        εcm :圧縮強度時ひずみ 
        fc' :コンクリート圧縮強度(N/mm2) 
        c :単位セメント量（kg/m3) 



















































































































































































































































































































































































































ρs＝2 0 % 
ρs＝1 8 % 
 
ρs＝2 0 % 
ρs＝1 8 % 
 
ρs＝2 0 % 

































































































































































































































































図-2.19 六車渡邉モデルおよびＮｅｗ ＲＣモデルの概要 
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2.4.2 Ｎｅｗ ＲＣモデル 
(1) 基本応力－ひずみ関係 
 Ｎｅｗ ＲＣモデルの応力－ひずみ関係を図-2.20および式(2-6)～式(2-17)に示す17)。 
本モデルの応力－ひずみ関係の曲線は，式(2-6)によって表されており，この式の条件は以
下の通りである。 
   ・初期剛性Ecを有する。 
   ・最大応力点（cσCB,εco）を極値（最大値）としてもつ。 








図-2.20 New RCモデル 応力－ひずみ関係 
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  ・プレーンコンクリートにおけるヤング係数および最大強度時ひずみ 
  ・拘束コンクリートの最大強度上昇率および最大強度時ひずみ上昇率 









































モデルによる計算結果と実験結果の比較を図 2-23 に示す。最大強度においてはＮｅｗ Ｒ
Ｃモデルによる計算結果と実験結果では以下のような傾向がある。 
  正方形断面 ：計算結果による最大強度は，実験結果より若干低めである。 



















.90 1.00 1.10 1.20 1.30 1.40 1.50
(cσcB/σp) Exp
(cσcB/σp) Cal. 


















目標強度 100 N/mm2 
目標強度 150 N/mm2 
目標強度 180 N/mm2 
 円形断面
目標強度 100 N/mm2 
目標強度 150 N/mm2 





































































































 このように，正方形断面に関しては横補強筋の上限値を 685N/mm2から 800N/mm2に変更，




















































目標強度 100 N/mm2 
目標強度 150 N/mm2 
目標強度 180 N/mm2 
 円形断面
目標強度 100 N/mm2 
目標強度 150 N/mm2 
目標強度 180 N/mm2 
  正方形断面 目標強度 100 N/mm2 
目標強度 150 N/mm2 
目標強度 180 N/mm2 
  円形断面目標強度 100 N/mm2 
目標強度 150 N/mm2 
















 (ⅰ) 実験結果より，下り勾配における最大強度の80%応力時のひずみε80を求める。 
 (ⅱ) 実験における最大強度時ひずみεcoに対するε80の比率を，式(2-22)に示すＸ80と定
義する。 
 (ⅲ) 実験結果に対応する下り勾配の係数をD'と定義し，式(2-6)を用い式(2-23)を得る。 
 (ⅳ) 式(2-23)から式(2-24)が得られ，式(2-15)から式(2-25)が得られる。 
 (ⅴ) 式(2-22),式(2-24)および式(2-25)を用いて，α’を求める。 
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XAXD ++−=  
      ( ) 23/1'' BcBc KD σγσβα −−⋅−=  
     ε80 ：実験における下り勾配における最大強度の80%応力時のひずみ 
     εco ：実験における最大強度時ひずみ 
     Ｘ80 ：式(2-22)の定義による。 
     D' ：実験結果に対応する，下り勾配の係数Dの逆算結果 
     α' ：実験結果に対応する，係数αの逆算結果 








































  正方形断面 
   

















  正方形断面 目標強度 100 N/mm2 
目標強度 150 N/mm2 
目標強度 180 N/mm2 
  円形断面 目標強度 100 N/mm2 
目標強度 150 N/mm2 















表-2.5 超高強度コンクリートに対するＮｅｗ ＲＣモデルの修正点 





















= BcC kE  
プレーンコンクリート
最大強度 
Bcp σσ ⋅= 0.1  Bcp σσ ⋅= 0.1  
プレーンコンクリート
最大強度時ひずみ 
34/1 10)(93.0 −×= BcO σε  






























OCO εε  
計算上の横拘筋 
降伏応力の上限 
800 N/mm2 ― 









 0.2=α  
下り勾配を表す係数 
Ｄ 
6.1,1071.1 2 =×−= − γβ  
 
   二重線のアンダーライン部分が今回超高強度コンクリートに対して修正を行った箇所 
























































































































































 −+=          -----(2-27) 










σσ          -----(2-28) 






εσ          -----(2-29) 
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        -----(2-30) 





−=         -----(2-31) 

































εm は上限値の 2,871μ,εu/εm は下限値の 1.314 となる。図-2.7 からわかるようにプレ
ーンコンクリート柱試験体の実験結果は，この値とほぼ同等であることから，応力－ひずみ
関係において，εm =2,871μ, εu =3,772μとする。 
 
(3) 拘束係数と拘束コンクリートの応力－ひずみ関係 














































げ圧縮限界ひずみ（εcu）を，プレーンコンクリートで対応する値との比（σcm /fc'，      
εcm/εm およびεcu/εu）の形で定式化している。本実験において得られたσcm /fc'，    
εcm/εm およびεcu/εu の値を，拘束係数Ccに対してプロットしたものを正方形断面に
対してそれぞれ図2-30，図2-31および図2-32，円形断面に対してそれぞれ図2-33，図2-34








    ( ) '491 cccm fC+=σ   ---(2-34) 
    ( ) cccm C εε 3411+=   ---(2-35) 
    ( ) cccu C εε 5091+=   ---(2-36-a) 
    ( ) cccu C εε 6111+=   ---(2-36-b) 
 ・円形断面 
    ( ) '1501 cccm fC+=σ   ---(2-37) 
    ( ) cccm C εε 14601+=   ---(2-38) 
































































































































    ( ) '491 cccm fC+=σ   ---(2-40) 
    ( ) cccm C εε 1791+=   ---(2-41) 
    0013.0<= cucu Cεε  
    ( ) 0013.0189044.1 ≥+−= cuccu CC εε  
 
・円形断面 
    ( ) '751 cccm fC+=σ   ---(2-43) 
    ( ) cccm C εε 2501+=   ---(2-44) 
    00041.0<= cucu Cεε  















































































図-2.36 正方形断面RC柱のコンクリート 軸方向応力σc－軸ひずみεc関係 実験結果と計算結果の比較 























































































図-2.37 円形断面RC柱のコンクリート 軸方向応力σc－軸ひずみεc関係 実験結果と計算結果の比較 

















































   








































































D16 757 972 193 8.8































φj : jステップでの曲率 
xj : jステップでの中立軸深さ 
dsi : i軸方向筋部位の重心位置 
dci : iｺﾝｸﾘｰﾄﾌｧｲﾊﾞｰの重心位置 
εsi : i軸方向筋部位のひずみ（=φj x（xj－dsi）） 




Ａsi : i軸方向筋部位の面積 
Ａcci ：i拘束ｺﾝｸﾘｰﾄﾌｧｲﾊﾞｰの面積 
Ａcpi ：iﾌﾟﾚｰﾝｺﾝｸﾘｰﾄﾌｧｲﾊﾞｰの面積 
Dc : 柱せい 
Ｎj : j解析ステップで中立軸深さxj,曲率φjに対応する部材抵抗軸力 
Ｍj : j解析ステップで中立軸深さxj,曲率φjに対応する部材抵抗曲げモーメント 
 
 Ｎj ＝Σ〔σs(εsi）･Ａsi〕＋Σ〔σcc(εci）･Ａcci〕＋Σ〔σcp(εci）･Ａcpi〕 
 Ｍj ＝Σ〔σs(εsi）･Ａsi･（Ｄc/2－ｄsi）〕＋Σ〔σcc(εci）･Ａcci･（Ｄc/2－ｄci）〕＋Σ〔σcp(εci）･Ａcpi･（Ｄc/2－ｄci）〕
ｺｱｺﾝｸﾘｰﾄ 
ｶﾊﾞｰｺﾝｸﾘｰﾄ ｶﾊﾞｰｺﾝｸﾘｰﾄ ｺｱｺﾝｸﾘｰﾄ 































































σcm 161.0  =(1+49Cc)fc'
εcm 0.00476  =(1+179Cc)εc























Sm δδδ +=  
    δ  ：柱部材全体変形 
    δm ：曲げ変形 
    δs ：せん断変形 
 










































)()( ccenmem DLD −⋅⋅−+= φφδδ  
 
       φi ：iステップでの曲率 (ｉ=1～ｎ） 
       Ｍi ：iステップでの曲げモーメント (ｉ=1～ｎ） 
       Ｍn ：変形を求める時点(nステップ）の端部曲げモーメント 
       L  ：部材長さ   
       n  ：変形を求める時点の解析ステップ数 
       δme ：かぶりコンクリート圧壊までの曲げ変形 
       φe ：かぶりコンクリート圧壊時曲率 
       φn ：変形を求める時点(nステップ）の端部曲率 















































































































    Ｍn ：変形を求める時点(nステップ）の端部曲げモーメント 
    Ｍcr ：ひび割れモーメント 
    Ｑ  ：せん断力         
    L  ：部材長さ 
    Ａｓ ：せん断変形算定用断面積 
    Ｇc ：せん断弾性係数 
    Ｋve ：ひび割れのない領域でのせん断剛性 
    Ｂc ：柱断面幅 
    d  ：部材有効せい（Ｄc-de） 
    Ｄc ：柱せい 
    de  ：引張側縁からの引張鉄筋重心距離 
    Ｅc ：ヤング係数    ν ：ポアソン比 (＝0.2) 
    Ｋvh ：ひび割れ領域でのせん断剛性 
    Ｅs ：横補強筋ヤング係数 
    ｎ  ：ヤング係数比（＝Ｅｓ/Ｅc） 
    ρv ：横補強筋比（＝Ａv／〔Ｂc･ｓ〕） 
    Ａｖ ：一組の横補強筋断面積 















nssm δδδδ ++=  
    δ  ：柱部材全体変形 
    δm ：曲げ変形 
    δs ：せん断変形 
    δns ：材軸方向ひび割れ進展に伴う変形 
 
LRnsns ×=δ  
LwnR crcrns /)cos( θ⋅⋅=  
   Ｒns ：材軸方向ひび割れ進展に伴う変形による部材角 
   Ｌ ：部材長 
   ｎcr ：材軸方向ひび割れ本数 
   wcr ：材軸方向ひび割れ幅 



















































     Ｒns ：材軸方向ひび割れ進展に伴う変形による部材角 
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配筋は共通とし，軸方向筋に USD685 を，横補強筋に SBPD1275/ 1420 を使用した。鉄筋の


















No.1 100 42.7 0.25 0.29 材令56～449日
（約1年）
No.2 162 47.1 0.24 0.29 材令56～786日
（約2年）
No.3 179 53.9 0.25 0.28 材令56～786日
（約2年）
















16-D16 (SD685, pg = 3.54%)





































試験体No. 水結合材 結合材*1 水 粗骨材*2 細骨材*3
比  (%) (kg/m3) (kg/m3) (kg/m3) (kg/m3)
No.1 33.0 485 160 871 863
No.2, No.3 15.0 1000 150 871 463
*1 普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ：ｽﾗｸﾞ石膏：ｼﾘｶﾌｭｰﾑ=7：2：1（質量比）





































降伏点 引張強度 ヤング係数 伸び
(N/mm2) (N/mm2) (kN/mm2) (%)
D16
(SD685) 730 944 191 9.6
U5.1



























































































































































































No.1 84% → 77%
No.2 86% → 82%
No.3 87% → 85%  
 
3.4.3 軸ひずみ成分分離 
図-3.6に示した軸ひずみをA) 弾性成分 と B) クリープなどの他の成分 に分離して








































































































































































    
ここに， 







                  
 
 















 ：相対湿度（%），      ：100% 
：材齢28日圧縮強度（N/mm2），    ：10 N/mm2
 ：仮想部材厚（mm），   ：100mm 
cA  ：部材断面積，  
u ：部材断面の外気に接する部分の長さ 
1t  ：1日 
( ) ( )00 tf cmRH ββφφ ⋅⋅=
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0 100 200 300 400 500
t 0 (日)
 β (t 0)
式（3-5）：








































図-3.17 β(to)，φRH，βH と諸値との関係 
 
初期に高温養生を施した試験体 No.3 については，式(3-9)を用いた CEB モデルの計算で
は終局クリープ係数を過大評価する。「高温養生することにより，急速に硬化が終結し，56
日材齢時載荷が，長期材齢時に載荷した場合のような長期ひずみ性状を示す。」と考え，載
荷開始材齢 t0 を 500 日とした場合について計算し，図-3.18 に点線で示す。ここでの 500
日という値は，試験体No.3の56日強度179 N/mm2を高温養生しないで得るための材齢想定
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表-4.1 コンクリートの調合         表-4.2 鉄筋の材料試験結果 
水結合材 結合材*1 水 粗骨材*2 細骨材*3
比  (%) (kg/m3) (kg/m3) (kg/m3) (kg/m3)
17.0 882 150 871 568
*1 普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ：ｽﾗｸﾞ石膏：ｼﾘｶﾌｭｰﾑ=7：2：1（質量比）
*2 安山岩系砕石　*3 安山岩系砕砂
降伏点 引張強度 ヤング係数 伸び
(N/mm2) (N/mm2) (kN/mm2) (%)
D16
(SD685) 730 944 191 9.6
U5.1














16-D16 (SD685, pg = 3.54%)





































試験体名 断面寸法 載荷方法初載荷材齢 軸力比 * 載荷期間
(mm) （日） （日）
RC300_1 □300x300 一括 56 0.298 985
RC300_2 □300x300 段階 14 0.298 1027
RC300_3 □300x300 無載荷 － 0 －
C100_1 φ100 一括 56 0.350 952
C100_2 φ100 段階 14 0.350 952
C100_3 φ100 無載荷 － 0 952
* N/(b･D･σ56), N:載荷軸力, b:柱幅, D:柱せい
































































































































材齢 t 圧縮強度 ﾔﾝｸﾞ係数 ポアソン比 E(t)/E(28)
（日） (N/mm2) (kN/mm2)
8 163 45.7 0.24 0.97
14 173 46.0 0.24 0.97
28 174 47.3 0.24 1.00









































































































































対象部位 水結合材 結合材*1 水 粗骨材*2 細骨材*3 混和剤*4
比  (%) (kg/m3) (kg/m3) (kg/m3) (kg/m3) (kg/m3)
1階柱 Fc130 18.0 834 150 835 647 12.9
5階柱 Fc100 24.0 625 150 864 780 6.88
*1 普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ：ｽﾗｸﾞ石膏：ｼﾘｶﾌｭｰﾑ=7：2：1（質量比）
*2 Fc130: 安山岩系砕石, Fc100: 硬質砂岩系砕石
*3 Fc130: 安山岩系砕砂, Fc100: 硬質砂岩系砕砂
*4 ポリカルボン酸エーテル系高性能減水剤  














































対象部位 ｺﾝｸﾘｰﾄ 初載荷日 躯体荷重軸力比*
〔名称〕 打設日 最終載荷日 軸力 kN
1階柱 Fc130 2004/1/24 2004/4/3 2005/5/28 0.112 2004/2/17(24)
〔RC1060_Fc130〕 (70) (490) 20,718 2006/5/12(839)
5階柱 Fc100 2004/3/17 2004/5/19 2005/5/28 0.152 2004/5/12(56)
〔RC950_Fc100〕 (63) (437) 19,284 2006/5/12(786)
Fc130 ｼﾘﾝﾀﾞｰ 一括 2004/1/24 2004/2/9 2004/2/9 0.320 2004/2/9(16)
〔C100_11〕 (16) (16) 412 2006/5/12(839)
Fc130 ｼﾘﾝﾀﾞｰ 一括 2004/1/24 2004/3/22 2004/3/22 0.320 2004/3/22(58)
〔C100_12〕 (58) (58) 412 2006/5/17(844)
Fc130 ｼﾘﾝﾀﾞｰ 段階 2004/1/24 2004/2/16 2005/7/25 0.140 2004/2/16(23)
〔C100_13〕 (23) (548) 180 2006/5/17(844)
Fc130 ｼﾘﾝﾀﾞｰ無載荷 2004/1/24 - - 0.000 2004/2/9(16)
〔C100_14〕 - - 0 2006/5/17(844)
（ ）内の数値はコンクリート材齢〔日〕を示す.
* 軸力比＝N/（ｂ･D･σ56）, N: 軸力（実柱の場合、躯体および仕上荷重の設計時荷重）








から図-4.2 と同様の方法で取り出したφ100mm x 200mm のシリンダーで，載荷・計測方法
は，4.2.2節で示した方法と同様とした。載荷履歴は，軸力比0.32の軸力を，材齢16日に
一括載荷したC100_11,材齢58日に一括載荷したC100_12，実建築物1階柱相当の段階載荷
































































































































































































β(fcm) = 8.2 / ((fcm/fcm0)
0.84)
CEBモデル原式：








































 ：相対湿度（%），      ：100% 
：材齢28日圧縮強度（N/mm2），    ：10 N/mm2
 ：仮想部材厚（mm），     ：100mm 
cA  ：部材断面積，  
u ：部材断面の外気に接する部分の長さ 
 ：1日 
( ) ( )00 tf cmRH ββφφ ⋅⋅=
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試験では，実際の約 1/3 スケールの試験体を用い，強度発現が十分なコンクリート材齢 56
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 ：相対湿度（%），      ：100% 
：材齢28日圧縮強度（N/mm2），    ：10 N/mm2
 ：仮想部材厚（mm），    ：100mm 





( ) ( )00 tf cmRH ββφφ ⋅⋅=


















































































































      SSshrinkageOS AEN ⋅⋅=− ε  
      OSOC NN −− −=  
      ( ) SSelastiS AEN ⋅⋅+= creepc εε  







         ＮＳ－０  ：自己収縮による軸方向筋の軸力 
         ＮＣ－０  ：自己収縮によるコンクリートの軸力 
         ＮＳ  ：載荷軸力における軸方向筋の負担軸力 
         ＮＣ  ：載荷軸力におけるコンクリートの負担軸力 
         Ｎ  ：載荷軸力 
         εShrinkag ：（自己）収縮によるひずみ  
Fc100では200μ，Fc150では300μとする。 
         ＥＳ  ：鋼材のヤング係数 
         ＡＳ  ：軸方向筋の断面積 









が生じ，これ以降εcreepが漸増している。段階載荷においては，材齢 14 日から 478 日まで
で載荷割合に応じてεelasticが生じ，材齢14日以降εcreepが漸増している。 
























0 1000 2000 3000













0 1000 2000 3000














0 1000 2000 3000













0 1000 2000 3000














0 1000 2000 3000













0 1000 2000 3000














0 1000 2000 3000













0 1000 2000 3000




























0 1000 2000 3000





























0 1000 2000 3000



























0 1000 2000 3000



























0 1000 2000 3000



























0 1000 2000 3000



























0 1000 2000 3000





図-5.5 ひずみ推移および軸力負担推移 計算結果（Fc150） 
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    φo'  ：ＲＣ柱としての最終クリープ係数 
    εelasitic,εcreep ：弾性ひずみ,クリープひずみの和 
    φo  ：コンクリートの最終クリープ係数 
    ＡＳＥＳ  ：軸方向筋の軸剛性 
    ＡＣＥＣ  ：コンクリートの軸剛性 
    ｎ  ：ヤング係数比  ＝ＥＳ／ＥＣ 










Case １ Case ２ Case ３ Case ４ 備考 
シリンダー 
φ100,H200 
□950 x 950  柱 
部材断面寸法 mm 
















1.185   (Fc100) 
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( 50 N/mm2) 
SD685 



































ＮS_E = 5,091 
〔11.3 %, σs=190N/mm2〕
ＮC_E = 40,034 





45,125 ＮS = 8,470 
〔18.8 %, σs=316N/mm2〕
ＮC = 36,655 
〔81.2 %, σc=41.9 N/mm2〕 
1,541 
    〔〕内には，軸力負担割合および応力度を示す。 
 















      CSOSESS NNNN −−− ++=  
      CCOCECC NNNN −−− ++=  
 
        SSshrinkageOS AEN ⋅⋅=− ε  
        OSOC NN −− −=  
        SScreepCS AEN ⋅⋅=− ε  











         Ｎ  ：載荷軸力 
         ＮＳ－E  ：弾性ひずみによる軸方向筋の軸力 
         ＮＣ－E  ：弾性ひずみによるコンクリートの軸力 
         ＡＳ･ＥＳ ：軸方向筋の軸剛性 
         ＡＣ･ＥＣ ：コンクリートの軸剛性 
         ＮＳ  ：自己収縮･クリープを考慮した軸方向筋負担軸力 
         ＮＣ  ：自己収縮･クリープを考慮したコンクリート負担軸力 
         ＮＳ－Ｏ  ：自己収縮による軸方向筋の軸力 
         ＮＣ－０  ：自己収縮によるコンクリートの軸力 
         ＮＳ－Ｃ  ：クリープによる軸方向筋の軸力 
         ＮＣ－Ｃ  ：クリープによるコンクリートの軸力 
         εShrinkage ：自己収縮ひずみ 5.2項での検討の図-5.6より300μ 






































































































































































Fc = 150 N/mm2
b×D = 275×275 mm（構造断面）


















スランプ・フロー 空気量 W/C（％） S/a（％） 単位水量 セメント種




水 セメント 細骨材 粗骨材 混和剤
Ｗ Ｃ S G ＳＰ-8ＨＵ




設計基準強度 空気量 温度 単位容量
[N/mm2] [%] [℃] [kg/l]









1 112 - - -
2 115 - - -
3 115 - - -
平均 114 - - -
1 114 - - -
2 113 - - -
3 102 - - -
平均 110 - - -
1 131 41.0 0.25 -
2 130 40.1 0.24 -
3 133 39.5 0.24 -
平均 131 40.2 0.24 -
1 136 41.2 0.24 4.97
2 134 40.6 0.23 4.87
3 136 41.3 0.23 5.60
平均 135 41.0 0.23 5.15
1 143 41.7 0.24 -
2 138 41.8 0.24 -
3 135 40.7 0.25 -
平均 139 41.4 0.24 -
1 145 41.8 0.24 5.57
2 144 41.0 0.23 4.71
3 136 40.4 0.23 4.14
平均 142 41.1 0.23 4.81
1 152 - - -
2 119 - - -
3 153 - - -
平均 141 - - -
1 114 40.4 0.23 -
2 142 42.5 0.25 -
3 146 41.9 0.24 -
平均 134 41.6 0.24 -
1 155 42.4 0.23 7.03
2 154 43.7 0.25 5.38
3 154 43.2 0.24 6.59
平均 154 43.1 0.24 6.33
1 162 44.4 0.23 -
2 158 45.7 0.23 -
3 160 45.0 0.23 -
平均 160 45.0 0.23 -
1 184 45.6 0.25 3.82
2 186 46.4 0.25 4.62
3 174 45.2 0.24 4.90

























































0 56 112 168 224 280 336 392
材齢（日）

















材齢（日）σ B  (N/mm2) Ec  (kN/mm2) σ t  (N/mm2) ν
3 57.6 － － －
57.6 － － －
57.1 － － －
57.4 － － －
6 67.8 － － －
70.3 － － －
68.8 － － －
69.0 － － －
14 73.9 31.3 5.0 0.22
73.4 31.1 4.6 0.22
77.4 33.3 4.3 0.22
74.9 31.9 4.7 0.22
28 88.6 32.5 － 0.22
83.5 34.4 － 0.23
84.6 33.9 － 0.23
85.6 33.6 － 0.23
56 96.8 35.8 － 0.23
96.3 35.6 － 0.22
98.8 35.4 － 0.22
97.3 35.6 － 0.22
398 125.0 42.7 4.7 0.22
119.0 38.3 6.2 0.23
118.0 38.3 5.4 0.23
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降伏点 引張強さ 伸び ヤング係数
[N/mm2] [N/mm2] [%] [kN/mm2]
SD685 D16 730 944 9.6 191
SBPD1275
/1420





 長期の軸力載荷および計測の状況を図-5.15 に示す。試験体 DL150-1 の軸力載荷は，図
-5.16に示す計画に従い，実建物での積層過程を模擬した段階載荷を行った。初載荷は材齢
21日で行った。軸応力は柱軸力を断面積275×275mmで除した平均応力を示している。軸力


































































(84日, 30 N/mm2) (350日, 30 N/mm2)
 図-5.16 DL150-1の載荷履歴 
 169
(4) 曲げせん断実験の加力および計測 
 曲げせん断実験の加力装置を図-5.17 に，変動軸力載荷方法を図-5.18 に示す。加力は，
超高層集合住宅の下層階外柱を模擬し，変動軸力下の曲げせん断載荷とした。長期軸力は











































































   = 15
⊿N/⊿Q
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軸方向筋の降伏時などをプロットしてある。また，図-5.22 の N-Q 関係上には RC 規準5)に
よる短期許容せん断力と短期許容曲げモーメント，および文献 6)による一次ピーク計算結
果を併せて示している。諸現象発生時のQ，NおよびRの値を表-5.11に示す。 
 両試験体とも，0.005 rad. 程度でかぶりコンクリートの圧壊が生じ，荷重が低下した（一
次ピーク）。その後荷重が再上昇して0.02 rad. 程度で二次ピークを迎えた後，軸力保持能
力を失い，加力を終了した。両試験体のQ-R関係を比較した図-5.21(c)および(d)から，長















































































































































































一次ピーク Q  (kN) 828 874
N  (kN) 6397 6380
R  (rad.) 0.0050 0.0051
二次ピーク Q  (kN) 898 862
N  (kN) 6333 6328
R  (rad.) 0.0201 0.0187
軸力保持限界 Q  (kN) 677 577
N  (kN) 6288 6240
R  (rad.) 0.0247 0.0202
主筋引張降伏 Q  (kN) -113 -60
N  (kN) -1183 -1053
R  (rad.) -0.0097 -0.0050
主筋圧縮降伏 Q  (kN) 702 735
N  (kN) 6332 6339
R  (rad.) 0.0069 0.0072
補強筋降伏 Q  (kN) 684 699
N  (kN) 6329 6318












































  ・柱における軸方向鉄筋の存在 
  ・実断面部材でのクリープ変形 
  ・施工過程を考慮した載荷条件 
  

































































材質 厚 比重 小計
(mm)(N/m2) (N/m2)
押えコンクリート ｔ=100 23 2300
防水層 200










R 屋上 仕上荷重 2600
積載荷重 900
躯体荷重 6960






（躯体荷重+外壁荷重+仕上荷重+積載荷重）   (kN) 
 
柱符号 C1 C2 C3 C4 C5 C6 C7 C8 C9 C10 C11
階
60 558 534 274 1,428 651 1,086 670 1,008 555 408 329
59 1,152 1,104 590 2,842 1,309 2,037 1,294 1,909 1,097 811 676
58 1,747 1,676 905 4,256 1,965 2,992 1,922 2,806 1,636 1,214 1,019
57 2,341 2,247 1,220 5,668 2,622 3,945 2,548 3,707 2,176 1,616 1,364
56 2,937 2,818 1,537 7,083 3,279 4,900 3,175 4,606 2,717 2,019 1,708
55 3,532 3,390 1,852 8,496 3,935 5,854 3,801 5,505 3,256 2,422 2,053
54 4,127 3,960 2,167 9,909 4,593 6,807 4,427 6,405 3,796 2,824 2,398
53 4,722 4,532 2,482 11,325 5,249 7,761 5,053 7,305 4,335 3,227 2,742
52 5,317 5,102 2,797 12,738 5,907 8,715 5,679 8,203 4,875 3,629 3,085
51 5,911 5,674 3,113 14,151 6,564 9,670 6,306 9,102 5,415 4,032 3,432
50 6,505 6,245 3,429 15,565 7,221 10,623 6,933 10,003 5,955 4,435 3,776
49 7,100 6,816 3,746 16,979 7,877 11,578 7,559 10,900 6,495 4,837 4,120
48 7,696 7,387 4,060 18,392 8,535 12,530 8,186 11,800 7,035 5,239 4,466
47 8,290 7,958 4,375 19,806 9,192 13,485 8,812 12,700 7,575 5,642 4,809
46 8,885 8,530 4,691 21,219 9,849 14,439 9,439 13,599 8,115 6,045 5,153
45 9,480 9,101 5,005 22,633 10,507 15,393 10,066 14,498 8,655 6,448 5,498
44 10,075 9,672 5,322 24,047 11,163 16,347 10,692 15,398 9,194 6,850 5,843
43 10,669 10,243 5,636 25,460 11,821 17,301 11,318 16,298 9,734 7,252 6,188
42 11,264 10,814 5,951 26,874 12,479 18,254 11,945 17,197 10,274 7,655 6,531
41 11,858 11,386 6,267 28,288 13,135 19,208 12,570 18,096 10,816 8,057 6,877
40 12,457 11,953 6,575 29,698 13,799 20,163 13,203 18,997 11,352 8,463 7,218
39 13,135 12,796 6,938 31,099 14,563 21,116 13,800 19,937 12,102 8,882 7,619
38 13,818 13,632 7,295 32,496 15,337 22,069 14,405 20,880 12,848 9,303 8,014
37 14,500 14,470 7,651 33,893 16,108 23,022 15,009 21,821 13,595 9,724 8,410
36 15,181 15,308 8,007 35,292 16,881 23,975 15,612 22,763 14,341 10,146 8,809
35 15,863 16,145 8,364 36,689 17,652 24,929 16,217 23,704 15,089 10,568 9,205
34 16,545 16,982 8,719 38,085 18,426 25,882 16,820 24,647 15,836 10,988 9,600
33 17,226 17,819 9,075 39,483 19,198 26,834 17,424 25,589 16,582 11,411 9,998
32 17,909 18,657 9,432 40,881 19,972 27,787 18,028 26,531 17,331 11,832 10,394
31 18,590 19,495 9,788 42,279 20,743 28,741 18,631 27,473 18,078 12,253 10,791
30 19,272 20,333 10,143 43,675 21,517 29,694 19,235 28,416 18,824 12,674 11,187
29 19,954 21,169 10,499 45,072 22,290 30,647 19,838 29,357 19,572 13,097 11,583
28 20,635 22,007 10,855 46,471 23,063 31,600 20,442 30,299 20,319 13,518 11,979
27 21,317 22,845 11,210 47,868 23,838 32,554 21,045 31,241 21,065 13,939 12,375
26 21,999 23,684 11,565 49,266 24,612 33,506 21,647 32,183 21,813 14,360 12,772
25 22,680 24,522 11,918 50,663 25,386 34,460 22,251 33,126 22,560 14,783 13,168
24 23,362 25,359 12,273 52,060 26,160 35,412 22,854 34,068 23,307 15,204 13,563
23 24,043 26,198 12,627 53,458 26,934 36,366 23,458 35,009 24,054 15,625 13,959
22 24,725 27,036 12,981 54,855 27,710 37,319 24,060 35,952 24,804 16,046 14,356
21 25,407 27,875 13,333 56,253 28,484 38,273 24,663 36,895 25,550 16,468 14,751
20 26,088 28,713 13,687 57,651 29,260 39,224 25,266 37,837 26,298 16,889 15,146
19 26,770 29,552 14,041 59,048 30,035 40,178 25,870 38,780 27,046 17,310 15,543
18 27,450 30,391 14,394 60,446 30,810 41,131 26,472 39,722 27,793 17,733 15,938
17 28,132 31,229 14,746 61,845 31,587 42,085 27,075 40,665 28,540 18,153 16,334
16 28,814 32,068 15,099 63,241 32,363 43,037 27,676 41,607 29,288 18,575 16,729
15 29,494 32,907 15,452 64,639 33,141 43,990 28,278 42,550 30,036 18,996 17,125
14 30,176 33,746 15,802 66,037 33,918 44,943 28,880 43,492 30,784 19,418 17,520
13 30,857 34,584 16,154 67,435 34,695 45,896 29,483 44,434 31,533 19,838 17,914
12 31,539 35,424 16,505 68,833 35,472 46,849 30,085 45,377 32,280 20,260 18,309
11 32,219 36,263 16,857 70,230 36,250 47,802 30,687 46,320 33,028 20,681 18,705
10 32,900 37,103 17,207 71,629 37,029 48,756 31,288 47,262 33,777 21,103 19,100
9 33,582 37,942 17,558 73,027 37,808 49,708 31,890 48,206 34,525 21,524 19,494
8 34,262 38,782 17,907 74,424 38,587 50,661 32,491 49,148 35,273 21,945 19,889
7 34,944 39,622 18,257 75,821 39,366 51,614 33,092 50,091 36,022 22,367 20,283
6 35,624 40,463 18,606 77,221 40,147 52,567 33,693 51,034 36,770 22,788 20,677
5 36,305 41,303 18,955 78,618 40,926 53,520 34,295 51,977 37,519 23,209 21,073
4 36,986 42,143 19,303 80,016 41,707 54,473 34,895 52,920 38,268 23,631 21,467
3 37,677 43,001 19,670 81,431 42,498 55,437 35,507 53,873 39,033 24,061 21,878
2 38,374 43,870 20,044 82,860 43,292 56,412 36,126 54,838 39,807 24,500 22,299






























(a) 外周柱 [C3,C5] 
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図-5.30 に示すように，ｎ階の柱が打設される日は，Ｔ＝(n-1)x 8 であり，その直上部
のｎ+1 階の床が打設される日は，Ｔ＝(ｎ-1)x 8 +2 である。また，図-5.31 に示すように
ｎ階の支保工が取り外される日は，n+3 階の床が打設された直後で，Ｔ＝(ｎ+1)x 8 +2 で
ある。よって，ｎ階柱に躯体荷重がはじめて加わる日は，Ｔ＝(ｎ+1)x 8 +2 で，ｎ+1，ｎ
+2およびｎ+3の３層分が加わる。これ以降は，８日ごとに次の上階１層分の躯体荷重が加
わる。 
仕上荷重に関しては，ｎ+ 1 階の仕上がされる日が，ｎ+1 階の床が打設されて後２４日























表-5.15 躯体打設日と躯体荷重載荷日 Ｔ 
 床→ 2階 3階 4階 5階 6階 7階 n+1階 n+2階 n+3階 59階 60階 R階
柱↓ 打設 2 10 18 26 34 42 8n-6 8n+2 8n+10458 466 474
60階 472            490
59階 464           482 
58階 456          474 
ｎ階 8n-8       8n+10 458 466 474
4階 24    42 8n-6 8n+2 8n+10 458 466 474
3階 16   34 42 8n-6 8n+2 8n+10 458 466 474
2階 8  26 34 42 8n-6 8n+2 8n+10 458 466 474
1階 0 18 26 34 42 8n-6 8n+2 8n+10 458 466 474
 1階柱が打設される日を０日とし，この日からの経過日数をＴとし，柱に躯体重量が加わる時期Ｔを表中に示す。 
 
表-5.16 躯体打設日と仕上荷重・外壁荷重載荷日 Ｔ 
 床→ 2階 3階 4階 5階 n+1階 60階 R階 
柱↓ 打設 2 10 18 26 8n-6 466 474 
60階 472       
498 
490 




































































1 層毎に積層した施工段階および完成後建物に対応した 61 種類の立体弾性解析モデルを用
いる。また，解析ケース②では，60層の建物を10層毎に立ち上げた施工段階および完成後
建物に対応した 7 種類の立体弾性解析モデルを用いる。解析ケース①および解析ケース②
の解析モデルをそれぞれ，図-5.32 および図-5.33 に示す。図-5.33 に示すように解析ケー





































   柱軸剛性:Ec･Acn, 柱せん断剛性:Gc･Acs, 柱曲げ剛性:Ec･Ic 
   梁せん断剛性:Gc･Ags/2, 梁曲げ剛性:Ec･Ig/2 
解析ケース② （クリープ変形）の剛性定義 
   柱軸剛性:Ec･Acn, 柱せん断剛性:Gc･Acs/2, 柱曲げ剛性:Ec･Ic/2 
   梁せん断剛性:Gc･Ags/2, 梁曲げ剛性:Ec･Ig/2 
 
    Ec：設計基準強度に応じたコンクリートヤング係数で，下式による 
          ( ) ( ) 3/12 60/24/500,33 FcEC ××= γ  
          Fc:設計基準強度，γ:単位容積重量（＝25kN/m3） 
    Gc:コンクリートせん断弾性係数 
（=Ec/(2(1+ν)),ν:コンクリートポアソン比 =0.2） 
    Acn：等価柱軸断面積（=BcxDc+(n-1)･pgxBcxDc, Bc:柱断面幅, Dc:柱断面せい 
pg:軸方向筋比,nヤング係数比=Es/Ec,Es:鋼材ヤング係数＝205,000N/mm2） 
    Acs：柱せん断変形算定用断面積（=BcxDc/1.2） 
    Ic：柱断面２次モーメント（=BcxDc3/12） 
    Ags：梁せん断変形算定用断面積（=BgxDg/1.2, Bg:梁断面幅, Dg:梁断面せい） 











1 階から 60 階の施工段階の各解析モデルに対して，解析モデルの最上階節点に躯体荷
重・仕上荷重・壁荷重を載荷する（参照 図-5.32）。また,60階の完成後解析モデルでは，











表-5.17 解析ケース② 解析モデルの対象クリープの見積もり開始日と終了日 
r=1 r=2 r=3 r=4 r=5 r=6 r=7 
N(1)=10階 N(2)=20階 N(3)=30階 N(4)=40階 N(r)=50階 N(r)=60階 N(r)=60階
 解析 
     モデル 












7 17 27 37 47 57 62 
   r: 解析モデルの施工順序(=1～7) 
   N(r): 解析モデル階数（ただし、N(0)＝0とする。） 
   Tr(r-1)およびTr(r)は，解析モデルrにおけるクリープ見積開始日および終了時とし,１階柱が打設されてか
らの日数を示す。なお、Tr(0)=0とする。 
   j(r)max: 解析モデルrにおける１階柱で打設後から解析モデルＴr(r)までに加わる荷重のステップ数 
 
解析モデルr でのh 階床節点に与える変位（変形量）をδ(r,h)と定義し，表-5.17 に
示した数値を用いて，下式に示す。 
 

















,,, εδ  




   ( ) ( ) ( ) ( )( ) ( ) ( ) ( )( ){ } ( )jiiTjiTiTrTiTjiTiTrTrji eccnccriccnccric ,),(,1),(,,, εϕϕε −−−−−−=  
 
  2)1( +−≥ rNh  
   ( ) ( ) ( ) ( )( ) ( ) ( ) ( )( ){ } ( )jiiTjiTiThTiTjiTiTrTrji eccncccficcnccric ,),(,),(,,, εϕϕε −−−−−=  




   r   :解析モデルの施工構築順序  解析モデル (r=1～7) 
   h   :強制変位を与える床の階   h階 (h=2～61) 
   i   :対象とする柱の階      i階柱 (i=1～60) 
   j   :i階柱に加える荷重ステップ j荷重ステップ 
   εc(i,j,r) :解析モデル r のクリープ見積期間でのｉ階柱の j 荷重ステップによる
クリープひずみ 
   lc(i)  :i階柱の材長 
   φi(t,to） :i階柱の材齢to日で載荷の材齢t日でのクリープ係数式 (5-4)～式(5-11)による。 
   Tr(r)  : 解析モデルrにおける対象クリープ見積終了時 
   Tr(r-1)  : 解析モデルrにおける対象クリープ見積開始時 
   Tcc(i)  : i階柱の打設日 
   Tcf(h)  : h階床の打設日 
   Tn(i,j)  :i階柱にj荷重ステップが載荷された日 
   εe(i,j) :i階柱のj荷重ステップによるクリープひずみ 
   N(i,j) :i階柱のj荷重ステップ鉛直荷重 
   Ae(i) :i階柱の等価軸断面積 
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  圧縮強度 150N/mm2級のコンクリートを使用したＲＣ柱試験体を２体製作し，一方の試験



























1）Comite Euro-International du Beton : CEB-FIP MODEL CODE 1990 (DESIGN CODE), Thomas 
Telford, pp.52-65, 1998 












































































B 成分を A 成分で除すことによりクリープ係数を求めた。ＲＣ柱試験体におけるコン
クリートのクリープ係数は高強度のものほど小さく，プレーンコンクリートシリンダ
ーと定性的には同様の傾向を示した。 










階的載荷長期圧縮試験を示し，さらに実構造物における Fc130 および Fc100 のＲＣ柱の長
期ひずみ観測を示し，考察し，以下の知見を得た。 
① 軸力比が 0.112 から 0.350 の長期載荷を行った，シリンダー供試体，ＲＣ柱試験体
および実建築物のＲＣ柱すべてにおいて，約２年から３年の所定の載荷を終了するま
で安定して軸力を保持し，コンクリートのひび割れなどの損傷はなかった。 
② 目標強度 150N/mm2の 300mm 角のＲＣ柱試験体およびφ100mm のシリンダー供試体の
クリープ係数は，0.5程度と非常に小さい値を示した。 
③. 同じ載荷材齢で，300mm 角のＲＣ柱試験体とφ100mm のシリンダー供試体のクリー
プ係数を比較すると，断面寸法が大きいＲＣ柱試験体が小さい値を示した。 





































ことがわかり，その値は 80mm 程度で，そのうちクリープひずみによる変形は約 30%
であった。また，建物頂部では，床節点変位は 40mm 程度で，そのうちクリープひず
みによる変形は約50%であった。 
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